
〜 地域で学び、活動する皆さんを応援します 〜
北秋田市教育委員会
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■学校
■スポーツ
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　七日市葛黒地区に伝わる小正月行事「葛黒火まつ
りかまくら」が２月16日に行われ、地域住民たち
が五穀豊穣や無病息災を祈願しました。
　今年は例年にない雪不足により会場を変更しご神
木を打ち立てました。当日は強風と雨にもかかわら
ず、地元の小中学生等が燃え上がる神木に「おーい、
かまくらの権五郎」と元気よく叫んでいました。「葛
黒火まつりかまくら」は市無形民俗文化財に指定さ
れています。

　前田公民館講座「冬山さんぽ・夜の樹氷鑑賞会」
が２月20日に開催され、14人の参加者が夜の森吉
山を楽しみました。
　森吉山の樹氷は、蔵王、八甲田と並ぶ日本三大樹
氷のひとつであり、ガイドの加賀隆之さんの案内の
もと樹氷ができる仕組みなどを学びました。
　当日は、暖冬のため樹氷そのものは小さめでした
が、雲一つない晴天に恵まれ、樹氷平から見る沈み
ゆく夕日や満点の星、鷹巣や大館、男鹿などの夜景

を鑑賞することができました。

　
令
和
２
年
度
高
齢
者
大
学
を
５
月
か
ら

各
地
区
で
開
講
し
ま
す
。受
講
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、コ
ム
コ
ム
ま
た
は
各
公
民
館

へ
運
営
費
を
添
え
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
各
大
学
共
通
事
項
】

対
象
者　
55
歳
以
上
の
方

運
営
費　
１
０
０
０
円

■
高
鷹
大
学

　
　

 

生
涯
学
習
係 

☎
62‐１
１
３
０

テ
ー
マ

　
　
「
自
分
の
学
び
を
地
域
の
た
め
に
」

内
容　
全
体
講
座
等
年
６
回
程
度

　
　
（
ク
ラ
ブ
活
動
は
月
１
、２
回
程
度
）

受
付
期
間　
４
月
１
日（
水
）〜
14
日（
火
）

■
合
川
こ
と
ぶ
き
大
学

　
　

 

合
川
公
民
館 

☎
78‐２
１
１
４

テ
ー
マ

　
　
「
仲
間
と
と
も
に
、で
あ
い・

　
　
　
　
　
ふ
れ
あ
い・ま
な
び
あ
い
」

内
容　
年
８
回
程
度（
学
習
会
、移
動
教
室
、

中
学
生
と
の
交
流
、ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
）

受
付
期
間　
４
月
１
日（
水
）〜
15
日（
水
）

■
森
吉
大
学

　
　

 

森
吉
公
民
館 

☎
72‐３
２
５
９

テ
ー
マ

　
　
「
仲
間
と
学
ぼ
う

　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
再
発
見
」

内
容　
年
７
回
実
施
予
定（
講
演
会
、移
動

研
修
、学
習
会
な
ど
）

受
付
期
間　
４
月
１
日（
水
）〜
15
日（
水
）

■
阿
仁
生
き
活
き
大
学

　
　

 

阿
仁
公
民
館 

☎
82‐２
２
２
０

テ
ー
マ

　
　
「
仲
間
と
交
流　
心
豊
か
な
生
活
を
」

内
容　
年
６
回
実
施
予
定（
講
演
会
、移
動

研
修
、ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
な
ど
）

受
付
期
間　
４
月
１
日（
水
）〜
17
日（
金
）

　
国
指
定
史
跡「
伊
勢
堂
岱
遺
跡
」の
一
般

公
開
を
４
月
25
日（
土
）よ
り
開
始
し
ま
す
。

（
遺
跡・縄
文
館
と
も
に
入
場
無
料
）

公
開
時
間　
９
時
〜
16
時

※
縄
文
館
の
休
館
日（
毎
週
月
曜
日
）は
遺

跡
も
閉
鎖
と
な
り
ま
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
案
内
し
ま
す

　
小
学
生
か
ら
高
校
生
の
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
、遺
跡
を
わ
か
り
や
す
く
ご

案
内
し
ま
す
。

日
時　
４
月
25
日（
土
）、26
日（
日
）、29
日（
水
）、

　
　
　
５
月
２
日（
土
）〜
６
日（
水
）

　
　
　
10
時
〜
16
時

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
こ
れ
ま
で
、
根

子
番
楽
な
ど
の
民
俗
芸
能
、
伊
勢
堂
岱

遺
跡
・
マ
タ
ギ
文
化
な
ど
の
文
化
財
、

浜
辺
の
歌
な
ど
の
音
楽
、
絵
画
な
ど
の

芸
術
振
興
と
い
っ
た
様
々
な
分
野
に
関

わ
る
方
々
を
取
り
上
げ
、
多
く
の
方
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
地
域
を
盛
り
上
げ
よ

う
と
活
躍
し
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　
民
俗
芸
能
で
は
、
福
田
獅
子
舞
、
根

子
番
楽
、
比
立
内
獅
子
踊
、
阿
仁
前
田

獅
子
踊
、
葛
黒
火
ま
つ
り
か
ま
く
ら
、

合
川
ま
と
火
、
前
山
郷
土
芸
能
、
綴
子

大
太
鼓
、
今
泉
駒
踊
を
取
材
し
、
普
段

は
表
に
で
な
い
よ
う
な
練
習
風
景
、
会

が
抱
え
る
課
題
な
ど
生
の
声
を
届
け
ら

れ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
文
化
財
保
存
や
郷
土
史
研
究
に
関
係

す
る
グ
ル
ー
プ
で
は
、
伊
勢
堂
岱
遺
跡

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
、
お
さ
る
べ
元

気
く
ら
ぶ
、
阿
仁
ぶ
ら
ぶ
ら
ガ
イ
ド
、

鷹
巣
地
方
史
研
究
会
、
文
化
遺
産
保
存

会
、
マ
タ
ギ
を
取
材
し
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
共
通
す
る
こ
と
は
、
会
員
の
高
齢

化
が
切
実
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
現

在
も
会
員
を
募
集
し
て
い
る
こ
と
で
し

た
。

　
芸
術
振
興
で
は
鷹
巣
祇
園
太
鼓
振
興

会
、
北
秋
田
市
芸
術
文
化
協
会
、
浜
辺

の
歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱
団
を
取
り

上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
会
は
独
自
の

取
組
み
を
し
て
い
る
団
体
で
、
取
材
か

ら
は
長
く
活
動
を
継
続
し
て
い
る
秘
訣

を
垣
間
み
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
取
材
し
た
皆
さ
ん
か
ら
は
共
通
し
て
、

地
域
の
伝
統
や
文
化
を
後
世
に
残
す
と

い
う
強
い
意
志
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
２
年
間
に
わ
た
っ
て
、
多
く
の
方
々

を
取
り
上
げ
て
き
た
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、

今
回
で
最
終
回
と
な
り
ま
す
。
取
材
で

き
な
か
っ
た
団
体
も
数
多
く
あ
り
ま
す

の
で
、
ま
た
の
機
会
に
取
り
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
（
文
化
係
）

　
な
お
、
次
回
か
ら
は
永
井
高
道
さ
ん

（
元
北
秋
田
市
教
育
委
員
）の
連
載「
温

故
知
新
」
を
始
め
ま
す
。

　
私
た
ち
が
日
常
で
よ
く
聞
く
地
名
や

人
名
が
ど
の
よ
う
に
名
づ
け
ら
れ
た
の

か
、
近
世
（
江
戸
時
代
）
の
北
秋
田
市

に
つ
い
て
最
新
の
研
究
を
踏
ま
え
て
お

伝
え
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お

楽
し
み
に
。 

　

 

文
化
係 

☎
62‐

６
６
１
８

　

 

伊
勢
堂
岱
縄
文
館

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
84‐

８
７
１
０

伊
勢
堂
岱
遺
跡
の
一
般
公
開

問

燃えるご神木に「かまくらの権五郎」と叫ぶ
～葛黒火まつりかまくら～

夜の冬山に感嘆の声が響く
～前田公民館講座「夜の樹氷鑑賞会」～

▲炎に包まれるご神木を見守る参加者たち▲炎に包まれるご神木を見守る参加者たち

▲夜の森吉山を散策する参加者たち▲夜の森吉山を散策する参加者たち

製版代 印刷代

営利を目的と
しない

営利を目的と
する

製版１回につき
30円

製版１回につき
100円

※50枚ごとに
　　　　　30円

※100枚ごとに
500円

公民館等に設置している輪転機の有料化
　合川・森吉・阿仁公民館および市民ふれあい
プラザに設置している輪転機の使用が、４月か
ら有料となります。
　今後は、すべての市民等が使用できます。
　利用時間は、平日の９時から17時までです。

【お問合せ】
生涯学習係 ☎62‐1130 合川公民館 ☎78‐2114
森吉公民館 ☎72‐3259 阿仁公民館 ☎82‐2220 ※両面印刷の場合は２倍の金額

永井高道さん

申
問

申
問

申
問

申
問 高

齢
者
大
学
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

〜
各
地
区
と
も
５
月
開
講
で
す

【
最
終
回
】


